
智をつけよ そして人の為に活かせ
〒500-8085 岐阜市白木町92番地
【お問い合わせ】平日10: 00 ～ 21: 00

河合  純兵卒塾生

力を何％出せたのか？
自分で採点する。
点 数よりも、大 切なものだと教えています。

学志舎では教師のことを「先生」ではなく「コーチ」と呼びます。

「コーチ（coach）」とは「馬車」の意。

ひいては「大切な人を、その目的地まで送り届ける」という意となります。

「学志舎での思い出」

在塾中は塾長、事務長、山下コーチには本当に伸び伸びと受験勉強させて頂いたと思います。

特に記憶に残っているのは高校3年生の体育祭応援団への参加です。

母親には強く反対されましたが、事務長に『応援団も受験勉強も純兵なら両立できるよ！』

と母を説得して頂きました。今想像すると、友達が応援団の練習をしている姿を横目に

塾へ向かって勉強しているよりも、自分で両立すると決めた以上

どれだけ疲れていようと練習後に勉強している方が何倍も集中できていたと思います。

あの時に自分を信じてもらえた事が非常に嬉しく、また自信にも繋がったと感じております。

私は高校を卒業し、大学入学から卒業まで6年間を学志舎のコーチとしても働かせていただきました。

学志舎には大手有名予備校のような名物講師は一人もいません。

しかし、大手予備校の講師は、教壇だったり、画面の中だったりにしかおらず、聞きたいときに質問できません。

また、その講師達はたくさんいる生徒のことを一人ひとり詳しく知りません。

それに対して、学志舎ではマンツーマンで常に信頼できるコーチが隣にいます。

コーチとの信頼関係もあり、コーチも生徒一人一人によって話し方や教え方を変えています。

自分が山下コーチにしていただいた様に、コーチと色々な話をしていく中で、生徒が目標を定め、またその目標への思いを高めていきます。

生徒は目標への計画を適宜コーチに修正してもらいながら、あとは一直線に進んでいくのみという方針で生徒と向き合ってきました。

生徒一人ひとりがイマ感じている事に対して、即時に柔軟に対応できる事が学志舎ならではの良さだと思いますし、

私もそれをサポートするつもりで6年間働かせていただきました。

学志舎では、コーチとして働いている期間にも非常に多くのことを学ばせていただきました。

学志舎の基礎になっている教育コーチングや、毎年生徒や保護者の方に行っている講演会などは、

『人間力』を高める本当にいい機会でありました。

医師という仕事は、人を相手にしている以上、『サービス業』です。

患者さんには毎日会いに行き、その日のコンディションを会話からはもちろん、

表情、声色などからも受け取っていかなければなりません。

また、一番患者さんの様子を見ているのは病院では看護師さんになるので、

看護師さんからの情報も非常に重要になってきます。

数多くの人と接し、信頼関係が非常に大切になるこの職業に就くにあたって、

学志舎での様々な経験は色んな角度から考え方や感じ方を学ぶことができたと心から感じていますし、

またそのような機会を与えてくださった塾長、事務長に深く感謝しております。

☎058 -265 -4562
ht tps: // gakushisha .com /
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岐阜大学　医学部卒

河合君は私が学志舎に入って３年目に担当した生徒でした。

彼は当初から医学部を志望していました。そのため、当時医学部の４年生だった私は、

是が非でも合格させてあげたいと強く想いました。

彼はバスケットボール部に所属していました。部活も一生懸命やりながら、

医学部に合格することは並大抵の努力で叶うものではありません。

時間も限られている中で、合格圏内に入るために諦めずに頑張りました。

当時学志舎にはお互いに高めあえる同級生が何人もいたことも大きかったと思います。

頑張っていくうちに高い壁が、乗り越えられるハードルへと変わっていきました。

結果、彼は推薦入試で合格の栄冠を勝ち取りました。

面接や小論文もあり、これを突破するということは、彼の人柄の良さや

医師になるための資質が十分備わっていることを証明しています。

入学後は学志舎のコーチとして同じ立場で時間を過ごせたこと、

私の大学の後輩として同じ道を歩んでいけることを、

とてもうれしく思ったことを記憶しています。

今後の彼の活躍に期待しています！

担当コーチ　山下雄太　愛知県在住 皮膚科医


